
開催日時 ２０１８(平成３０)年８月４日(土) １３：３０～１６：５０ 

開催場所 中原区役所５階５０３会議室 

参加者 ３０名 他３０名（事務局、コンサルタント、各区傍聴者） 

内容 開会あいさつ 阿部市民文化局コミュニティ推進部長 

    ワークショップの目的と進め方 

    グループワーク 

・自己紹介 

・テーマ１ 地域おける検討ポイント 

・テーマ２ 区域おける検討ポイント 

グループワークの発表 

閉会あいさつ 小野中原区役所企画課長 

出された主な意見 

・商店街とコラボレーションした取組を、商店街を子ども起点のコミュニティの場に 

・人のつながりが希薄化している、ヨコ、タテ、ナナメのつながりをつくることがポイント 

・誰もが立ち寄れる、多世代が参加しやすいゆるやかなコミュニティスペースが必要 

・小さなエリアに多様なスペースがあるといい、既存公共施設、道路や公園も活用を 

・未来を担う若い世代の参加を、そのための情報発信力の強化を 

・行政に頼るだけでは未来は切り拓けない、自分たちで動くことも大切

速報版
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開催日時 ２０１８(平成３０)年８月５日(日) １３：３０～１６：５０ 

開催場所 宮前区役所４階大会議室 

参加者 ３４名 他２５名（事務局、コンサルタント、各区傍聴者） 

※事業者、区職員(企画課・地域振興課・地域ケア推進担当、地域支援担当)もグループワークに参加 

内容 開会あいさつ 阿部市民文化局コミュニティ推進部長 

    ワークショップの目的と進め方 

    グループワーク 

・テーマ１ 自己紹介を通して活動の強みや得意分野を出し合おう 

・テーマ２ 「こうなったらいいなと思う１０年後の地域の姿」を出し合おう 

・テーマ３ 「こうなったらいいなと思う１０年後の地域の姿」を実現させるための 

アイデアを出し合おう 

グループワークの発表 

閉会あいさつ 小田嶋宮前区長 

出された主な意見 

・地域の人が参加しやすいコミュニティ、情報発信する場、多様な人が住みやすいまちに 

・坂のまちのデメリットを逆転の発想で楽しむ、富士見坂で流しソーメンのイベントをしかける 

・団地の広場空間を活用した移動式店舗で買い物難民の解消、クリエーターの空き店舗活用 

・人とのつながり、多世代交流が大切、空き家、農地、コンビニなど多様な空間活用で場の整備 

・新しい地域での働き方が可能となるような雇用の場や産業、お金を生み出すことが必要 

・企業と市民活動団体のマッチング、それらをつなぐコーディネーター機能が重要

速報版
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開催日時 ２０１８(平成３０)年８月１８日(土) １３：３０～１６：３０ 

開催場所 麻生区役所４階第１会議室 

参加者 ３０名 他２６名（事務局、コンサルタント、各区傍聴者） 

内容 開会あいさつ 阿部市民文化局コミュニティ推進部長 

    ワークショップの目的と進め方 

・麻生区の市民活動～麻生の皆さんと積み重ねたあゆみ～ 

グループワーク 

・自己紹介 

・テーマ１ 活動を広げていく上であったらいいものを出し合おう 

・テーマ２ 地域活動のきっかけづくりのアイデアを出し合おう 

・テーマ３ 住民同士、団体同士がつながることでうまれるものって何だろう？ 

       お互いが協力することでできることについて、アイデアを出し合おう 

グループワークの発表 

閉会あいさつ 多田麻生区長 

出された主な意見 

・ふらっと来て気軽に使える場を拠点とした子どもや親の交流の担い手づくり 

・コワーキングスペースや空き家を活用した街かどカフェの整備、気軽に参加できるラウンドテ

ーブルが必要 

・活動を知るきっかけとして情報の一元化が必要。アナログ情報をＦａｃｅｂｏｏｋにアップする支援

があると良い 

・団体同士のことをお互いに知る定期的な集まりや合同イベントを開催 

・そこに関わる人の思いや考えを活かした場づくり、目標をつくってから場づくりを行うことが重要 

速報版
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開催日時 ２０１８(平成３０)年８月１９日(日) １４：３０～１７：５０ 

開催場所 にこぷら新地～二子新地のアート×コミュニティスペース～ 

参加者 ２６名 他２２名（事務局、コンサルタント、各区傍聴者） 

内容 開会あいさつ 中村市民文化局コミュニティ推進担当部長 

    ワークショップの目的と進め方 

チェックイン（自己紹介） 

グループワーク 

・テーマ１ 「こうなったらいいなと思う１０年後の地域の姿」を出し合おう 

・テーマ２ 「こうなったらいいなと思う１０年後の地域の姿」を実現させるため 

のアイデアを出し合おう 

グループワークの発表 

閉会あいさつ 高梨高津区長 

チェックアウト 

出された主な意見 

・インドアからアウトドアへ、公園の活用し多世代ができるスポーツを 

・６０歳以上の活躍、地域での新しい働き方 

・地元企業との連携によるまちづくりの展開 

・高津の歴史文化を活かしたつながりやきっかけづくり・まちの資源を誇れるまちへ 

・多様な担い手が集まる新しい形の自治会も必要なのでは 

・もっと若い人が参加しアイデアが出せるしくみづくり 

・多世代が集まる場としてコミュケーションのプラットフォーム、ソフト面のしくみが必要   

速報版
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開催日時 ２０１８(平成３０)年９月８日(土) １３：３０～１６：４０ 

開催場所 多摩区役所１１階会議室 

参加者 ３０名 他２６名（事務局、コンサルタント、傍聴者等） 

内容 開会あいさつ 中村市民文化局コミュニティ推進部担当部長 

    ワークショップの目的と進め方 

グループワーク 

・テーマ１ 「こうなったらいいなと思う１０年後の地域の姿」を出し合おう 

・テーマ２ 「こうなったらいいなと思う１０年後の地域の姿」を実現させるため 

のアイデアを出し合おう 

グループワークの発表 

閉会あいさつ 石本多摩区長 

出された主な意見 

・多摩区の魅力が区民に共有されている（Civic Pride） 

・多世代がつながり、交流がさかんになるまちへ 

・若い世代が戻ってきたいまち（好きなことがやれる場があること、小さな単位の居場所） 

・仕事やスキルでつながるまち    

・７区ごとに活動の拠点があり、つなぎ役のコーディネーター（有償）が必要では 

・７区横並びではなく、区の独自性を大事にしつつ、７区横のつながりも大事に 

・生田緑地や多摩川をダイナミックに活用（たまフェスなど） 

・地域経済の発展、地域通貨の活用 

・こども文化センターを市民活動の拠点にして、市民自治をつなげる 

・社会的マイノリティが安心して住める地域に。さまざまなケアを 
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開催日時 ２０１８(平成３０)年９月１５日(土) １３：３０～１７：００ 

開催場所 unicourt 

参加者 ３５名 他４０名（事務局、コンサルタント、傍聴者等） 

内容 開会あいさつ 阿部市民文化局コミュニティ推進部長 

    ワークショップの目的と進め方 

グループワーク 

・自己紹介 

・テーマ１ 「こうなったらいいなと思う１０年後の川崎区のミライ」を出し合おう 

・テーマ２ 「こうなったらいいなと思う１０年後の川崎区のミライ」を実現させるために 

「自分たちができること」のアイデアを出し合おう 

グループワークの発表 

閉会あいさつ 水谷川崎区長 

出された主な意見 

・外国人と共存・共栄し、どこよりも多様性のまちとして、本当のダイバーシティを目指す 

・地縁組織を再編し、市民活動団体と連携して、地域の課題解決を 

・市民活動や地域課題のコーディネーターがいるまち 

・高齢者は光齢者、市民は志民として、個性を生かし、地域全体で子どもを見守るまち 

・大好きな川崎を育てるカワサキプライド 

・おせっかいコンシェルジュ認定制度の導入 

・ゴミを新たな資源として活用する 

・関心事（健康やスポーツなど）をきっかけに多世代間交流 
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開催日時 ２０１８(平成３０)年９月１６日(日) １３：３０～１６：４０ 

開催場所 新川崎タウンカフェ 

参加者 ２５名 他３０名（事務局、コンサルタント、傍聴者等） 

内容 開会あいさつ 阿部市民文化局コミュニティ推進部長 

    ワークショップの目的と進め方 

グループワーク 

・自己紹介 

・テーマ１ 「こうなったらいいなと思う１０年後の地域の姿」を出し合おう 

・テーマ２ 「こうなったらいいなと思う１０年後の地域の姿」を実現させるため 

のアイデアを出し合おう 

グループワークの発表 

閉会あいさつ 石渡幸区長 

出された主な意見 

・ずっと住みたくなる突き抜けた魅力のあるまち（地元愛を育む） 

・人生１００年時代、地域ぐるみで見守りを。子育て層も老後も安心して暮らせるまち 

・人材バンクによるセカンドキャリア支援  

・新しい公共、公益、共生のあり方を考えよう 

・市民活動が当たり前になるまち 

・町内会・自治会と市民活動団体が連携して、地域課題の解決や地域包括ケアシステムの発

展へ 

・多世代が利用できる地域の核となる居場所のあるまち 

・新住民と旧住民の共生、多文化共生 

・区内の資源（夢見ヶ崎動物公園や多摩川など）の魅力 up  

・若者によるまちの盛り上げ活動が盛んなまち（YouTube、SNS などによる情報発信） 
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